


JOURNEY
TO 
THE 
BOTTOM 
OF 
THE SEA 冒険家ヴィクター・ヴェスコヴォの「深海旅行記」

人類初 ! 「5大洋最深部到達」はいかにして成し遂げられたのか ?

投資家で、7大陸最高峰と5大洋最深部の両方に到達した唯一の冒険家、ヴィクター・ヴェスコヴォ。
特注の潜水艇をつくり、彼が5つの海底を目指すプロジェクトを成功させるまでの道のりを追った。
あらゆる困難が生じても、それでも彼を突き動かすものとは ─ ?

PHOTOGRAPHS BY ENRICO SACCHETTI AND THE FIVE DEEPS   
TEXT BY TOM WARD   TRANSLATION BY TOMOAKI KANNO

ヴィクター・ヴェスコヴォは、潜水艇「リミティング
ファクター」に乗り、深海へと進んでいく。潜水時は、
システムチェックや母船「プレッシャードロップ」との
通信を15分おきに実施している。オレンジ色の旗は、
リミティングファクターの潜水位置を示す。
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2020年の10月、バルセロナのドライドックで水を抜
き、再装備される潜水艇。海底に着いたヴェスコヴォ
は、2～4時間かけてロボットアームで岩石のサンプ
ルを採集し、海底を動き回って、生物学、地質学、地図
学にかかわる情報を可能な限りヴィデオに収める。

　ヴィクター・ヴェスコヴォは歴史をつくろうとし

ていた。2019年8月24日、テキサス出身で53

歳の彼は、これから特注の潜水艇に乗り込み、

北極海とグリーンランド海、ノルウェー海を結ぶ

フラム海峡に位置する、深さ5,550mのモロイ

ディープの海底に向かう。深海探査潜水艇の母

船「プレッシャードロップ」の48名の乗組員と乗

客は、ノルウェーのスヴァールバル諸島から17

時間をかけてこの北極海の大海原にやってき

た。ヴェスコヴォはこの海底に潜り、人類史上

初めて北極海の最深部に到達するだけでなく、

地球の5大洋すべての最深部を探査した最初の

人間になろうとしているのだ。

　5大洋の最深部を探査する「ファイヴディープ

ス」の試みがスタートしたのは2018年12月。ヴェ

スコヴォは自身の潜水艇「リミティングファク

ター」に乗り、大西洋・プエルトリコ海溝（水深

8,376m）の海底に向かった。それ以来、南極海

のサウスサンドウィッチ海溝（水深7,433m）、イ

ンド洋のジャワ海溝（水深7,192m）、太平洋の

マリアナ海溝（水深1万928m）で探査を行な

い、残るは北端にある最深部のみとなった。

　モロイディープへの潜水は、4年以上にわた

るファイヴディープスのプロジェクトのクライマッ

クスだ。その大冒険のなかでプレッシャードロッ

プは46,262海里を航海し、数百万ドルをかけ

て何百人もの科学者、調査員、エンジニア、乗

組員が雇われた。その費用は、プライヴェートエ

クイティ企業を経営するヴェスコヴォが出してい

る。プロジェクトの成功はこの潜水にかかってい

た。嵐が来るまでに3日間の好機がある。これ

を逃せば、ヴェスコヴォはもう1年待たなければ

ならない。潜水の当日、風の影響で体感温度は

マイナス8℃、水温もわずか0.4℃だった。

　リミティングファクターはチタン製で、伝統的

な円筒形ではなく2つの“目”のような窓が付い

た潜水艇だ。母船の後ろにしっかり固定され、

ヴェスコヴォの乗船を待っていた。安全性とシス

テムの確認が終わると、ヴェスコヴォが船尾の

メインデッキに現れた。青いつなぎ姿で胸の

ワッペンには「Vescovo」と書かれ、右腕にテキ

サス州と合衆国の旗のワッペンが見える。彼は

デッキの上を歩き、「これが最後のひとつだ」

と、乗組員一人ひとりに言った。

　ヴェスコヴォの潜水艇は、5大洋の最深部に

繰り返し潜ることを意図してつくられた最初の

モデルだ。海底に拡がる暗闇では、この11.7t、

長さ4.5mの潜水艇が上の世界との唯一の連絡

手段となる。何か問題が起これば逃げ道はな

い。海面下5,000mの先には、道しるべも安全

ロープもないのだ。準備が整うと、ヴェスコヴォ

は潜水艇の上によじ登った。中に入る前に、人

差し指を掲げた。あと、ひとつ。この最後の潜

水で歴史をつくるということだ。彼は白く輝く潜

水艇の中へと消えていった。

　ヴェスコヴォが初めて乗り物を動かしたのは3

歳のときだ。実家の車を盗み、フロントシートに

乗り込むと、ギアをニュートラルに入れて近くの

公道に突っ込んだ。奇跡的にほかにケガ人はい

なかったが、ヴェスコヴォは頭蓋骨を3カ所骨折

し、100針縫い、集中治療室で6週間過ごし

た。少しずつ回復したものの、いまも右手の側

面には感覚がない。「そのとき、人はいつ死ん

でもおかしくないものなのだと気づいたよ」

　プレッシャードロップのヴェスコヴォの船室に

は、フランス人写真家ピエール・カローの波の

5大洋制覇まで、あとひとつ
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席が2つあり、覗き窓が膝の高さにある。深海におけ
るかなりの圧力にも対応できるように、覗き窓は内側
に可動する設計になっている。胸の高さには、炭素繊
維の酸素タンクが10個並んでいて、最悪の事態に備
え、2人×4日分の酸素が蓄えられている。

ヴェスコヴォはジョイスティックで潜水艇を操縦す
る。事前に練習できるように、レイヒはシミュレーター
をつくっていた。実際に潜水艇に乗る日までには、
ヴェスコヴォは何がどこにあるか、どのような手順を
踏めばいいかを正確に把握していた。

う。トライトンサブマリーンズからすれば、その

潜水艇（公式には「Triton 36000/2」）は販売を

見据え、商業的に応用できるモデルにする必要

がある。そのためには「窓」が必要だった。「有

人潜水艇の重要な要素は、視覚ツールでもある

ということです」とレイヒは言う。最終的にヴェ

スコヴォは同意し、唯一無二のマシンの設計を

トライトンサブマリーンズに託した。

　英国ノースリンカンシャー出身で39歳のラム

ゼイは、設計技師長としてヴェスコヴォのヴィ

ジョンを実現するタスクを課された。潜水艇に

は操縦士が乗り込む耐圧殻がある。今回の場

合、最も保護力が高いのは球状だ。そして、耐

圧殻以外の内部に配線や機械、浮力材を設け

る。ここで直面した問題は、球体に窓用の穴を

開けると形状が不釣り合いになり、水圧でゆが

む危険性が生じることだった。

　彼は、アクリル製で厚さ200mmの円錐状の

窓を3つ設けた。水深1万1,000m近くでは窓

の表面に110.3メガパスカルもの圧力がかかる。

そのため、窓を円錐状にして窓枠との間にある

写真が飾られていた。本棚にはSF作品が並ぶ。

プレッシャードロップもリミティングファクター

も、イアン・M・バンクスのカルチャーシリーズに

出てくる意識をもつ宇宙船からとられた名だ。

　少年期、SFに熱中していたヴェスコヴォは戦

闘機を操縦したいと思っていた。しかし、視力

検査に落ちたためスタンフォード大学で航空宇

宙設計を学ぶことにした。だがこれは彼には向

いていなかったため、専攻を経済学と政治学に

切り替え、それ以来、回り道を続けてきた。

ウォールストリートやサウジアラビアで金融の仕

事をし、ダラスで経営コンサルタントをし、ドッ

トコムブーム時代にはサンフランシスコのスター

トアップで働いた。1993年から2013年には米

国海軍予備隊の情報員を務め、イタリア・ナポ

リの北大西洋条約機構（NATO）の司令部からセ

ルビアでの戦闘活動を支援したほか、韓国やペ

ルシア湾の後方司令部でも働いたのだ。

　2002年にプライヴェートエクイティ企業を共

同設立した彼は、趣味の登山にかける資金を集

めると、7大陸最高峰に登頂し、北極と南極に

も遠征した。こうして「冒険家グランドスラム」

を達成したヴェスコヴォは「潜水」というアイデ

アに行き着いたが、それには同じく冒険欲のあ

る実業家リチャード・ブランソンの影響がある。

2009年以来、ブランソンは5大洋の最深部へ

客を連れていく商業プロジェクト「ヴァージン

オーシャニック」の計画について語り、これを

「人類最大最後の挑戦」と見ていた。技術開発

の困難から2014年に棚上げになったが、ヴェス

コヴォは次のミッションを見つけたと思った。

 「4つの大洋の海底に誰も挑戦したことがない

なんて信じられなかった」とヴェスコヴォは言う。

「ただ、実現可能なことは明らかだった。映画

監督のジェームズ・キャメロンも2012年にマリ

アナ海溝で潜水に挑戦していたしね」。当初、

ヴェスコヴォはキャメロンの潜水艇を買って手入

れすればいいと考えていた。しかし、改良にか

なりのコストがかかるとわかり、フロリダを拠点

とするトライトンサブマリーンズの社長、パト

リック・レイヒに話をもちかけたのだ。

　1962年にカナダのオタワで生まれたレイヒ

は、40年ほど商用潜水に従事し、2008年にト

ライトンサブマリーンズを共同設立した。ヴェス

コヴォが5大洋の海底に行くと相談してきたと

き、これは長年の野望を実現するチャンスだと

思ったと言う。彼らが最初に顔を合わせたのは

2015年5月で、ヴェスコヴォはバハマに行き、

レイヒと、トライトンサブマリーンズの設計技師

長であるジョン・ラムゼイと一緒に潜水をした。

ヴェスコヴォは自身が望む潜水艇について説明

した。「こう依頼したんだ。AK-47ライフルのデ

ザインの原理に則っていなければならない。つ

まり、機能的で信頼性が高く、きちんと稼働す

るということだ。余計なものはいらない。シンプ

ルかつ堅実なものが欲しい、と」

　これは少し単純過ぎた。「彼のコンセプトは、

窓のない鋼鉄の球体だったのです」とレイヒは言

程度の空間をつくった。というのも、6,000mま

で潜るころには、圧力で窓が7mm内側に押し

込まれるからだ。この可動性がなければ、潜水

艇の安定を妨げるような破損を生みかねない。

　一方、潜水艇そのものの形状の問題もあっ

た。たいていの潜水艇は縦長の構造で、操縦

士が乗る球体と小さな覗き窓が前部に設置され

るが、これだと左右の動きが制限される。未知

の地を行き、海底の動植物を見るには、できる

限り可操作性を高めることが重要だった。その

ため、ラムゼイは双方向に流線形を描く形につ

いて調べ、最終的にはラグビーボールと新幹線

からインスピレーションを得た。「潜水艇を90

度回転させ、完全に対称となるデザインにしま

した」と彼は言う。「そうすることで驚くほどの操

縦性が得られ、上下左右に簡単に動けます」

　トライトンサブマリーンズはリミティングファク

ターに10個のスラスター（動力装置）を装備し、

上下、左右、前後に動けるようにした。しか

し、そのスラスターも新たな難題をもたらしたの

である。「操縦士にとって何よりの恐怖とは、網

や縄がスラスターに巻き込まれることです」とラ

ムゼイは説明する。「通常は救助用の潜水艇が

ロボットアームで絡まったものを切ってくれま

す。しかし、水深6,000mを超えるころには、

誰も助けには行けなくなるのです」
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海底へと潜水するヴェスコヴォは、1.76m ³の球体の
なかで最大12時間を過ごすが、閉所恐怖症にはなら
ないと言う。プロジェクトを終え、モロイディープを出
た母船「プレッシャードロップ」は、スヴァールバルへ
と戻っていく。

　解決法はシンプルかつスマートだった。潜水

艇には外付けバッテリーパックが装備され、重

量を減らして急いで海面に戻る必要のある場合

に備え、爆発ボルトで潜水艇から分離できるよ

うになっている。スラスターも同じタイプのボル

トで取り付ければいい。仮に何か絡まっても、

放出装置を起動すればスラスターは分離し、潜

水艇は解放される。

　内部のコンポーネントは、通常は石油やガス

の業界から既製の部品を借りることができる。

しかし、そういった業界の潜水艇は6,000m以

上潜ることはめったになく、ラムゼイとトライト

ンサブマリーンズの電気設計技師長のトム・ブ

レイズは別の案を考える必要があった。

　耐圧モーターコントローラーの一部は各部品

を手作業でテストする必要もあり、その結果、

同じメーカーでも工場によって品質に差がある

ことに気づいた。「メーカーも認識できなかった

わずかな色合いの差に気づいたのです」とブレ

イズは言う。「倍の数を買って手作業で色を確

認し、それぞれをテストにかけてようやくサー

キットボードをつくることができました」

　さらに、通信を妨げる背景ノイズも厄介だっ

た。水深1万1,000m近くでは、音声信号が届

くのに片道7秒かかる。しかも、それも妨げがな

かった場合だ。解決策は、フィルタ回路を取り

付けるか、周囲が静かなときに試すかだった。

 「潜水艇の設計は並大抵のことではありませ

ん」とラムゼイは言う。「考えてみてください。ク

ルマは何世代も経て、あらゆる要素を洗練して

きました。どんなクルマに乗っても、ハンドルや

ペダルがどこにあるかわかります。でも、潜水

艇には確立されたルールがありません」

　最後の難関は、水深の深い場所でテストする

ことだった。そのため、チームは2018年初め

に、海の水圧をフルに再現できる世界で唯一の

施設、ロシア・サンクトペテルブルクのクルィロ

フ国立研究所を訪れた。耐圧殻は水圧テストタ

ンクに入れられ、約60,000 tの圧力に晒され

る。それは、マリアナ海溝の最大潜水深度で生

じる圧力の1.2倍だ。「耐圧殻は水で満たされ、

圧力を上げるにつれてパイプで水を外に出せる

ようにしていました」とラムゼイは説明する。

「耐圧殻が破裂した場合、放出エネルギーで施

設が破壊されないようにするためです」。この潜

水艇が耐えられる圧力は116.7メガパスカルとさ

れ、事実上、無制限に潜水できることが証明さ

れた。ついに、約4年間の作業を経て、リミティ

足を投げ出して深く座る。そしてただ、窓の外を眺めたんだ
海底を漂いながら、『最高だ』って思ったね
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ングファクターは完成したのだ。

　潜水は最大12時間に及ぶが、ヴェスコヴォは

決して閉所恐怖症にはならないと言う。マリア

ナ海溝に潜ったときには、キャメロンのアドヴァ

イスも実践した。「サンドウィッチを手にコーラ

を飲み、足を投げ出して深く座る。そしてただ、

窓の外を眺めたんだ」とヴェスコヴォは言う。

「海底を漂いながら、最高だって思ったね」

　しかし、ミッションはいつも順調に進むわけで

はない。潜水中に起こりうる最悪の事態は、漏

水と火災だ。ヴェスコヴォとレイヒは、バハマで

実施した初期のテストで、5,000mほど潜ったと

きに煙の臭いに気づいた。「マニピュレーターの

電源を入れたら、サーキットボードの絶縁体が

燃えたみたいだった」とヴェスコヴォは言う。

「結局、問題の回路を断ってみたら、ありがた

いことに解決できたんだけれど」。「プレッシャー

ドロップのコントロールルームは大混乱になりま

した」と、EYOSエクスペディションズの設立パー

トナーで、ファイヴディープスのロジスティックな

面を司るロブ・マッカラムは言う。「ヒューズが飛

んだだけだとわかりましたが、酸素を多く含む

環境ではそれも大きな問題になりえます」。ヴェ

スコヴォは、いくら厳密にテストをしてもしくじ

る可能性は常にあると肝に銘じた。

　潜水をするたびに、それぞれ特有の問題が生

じる。2度目の遠征で南極海のサウスサンド

ウィッチ海溝へ行ったときは、ウルグアイのモン

テヴィデオから南アフリカのケープタウンまで30

日かかる厳しい旅となり、その間、潜水にあて

られたのはわずか数日だった。氷山の周りはか

なり注意を要したが、潜水はうまくいった。

　マリアナ海溝に潜ったときは、水深1万928m

まで下るのに長時間かかり、乗組員はしばしば

24時間体制で働いていた。「乗組員を休ませた

り交代させたりする時間はありませんでした」と

マッカラムは言う。「1日おきに10日かかる潜水

をして、みんなボロボロになりました」

　しかし、大西洋・プエルトリコ海溝で実施した

最初の潜水こそが、間違いなく最も大変だっ

た。潜水艇が3日続けてシステム障害に見舞わ

れたのだ。「最初の本番でしたが、ぶざまでした

ね」とマッカラムは言う。「ヴィクターがわたしの

オフィスでこう言ったほどです。『明日うまくいか

なかったら、すべて打ち切る』」。4日目、マッカ

ラムはチームに手短に伝えた。「わたしはこう言

いました。『奇跡なんていらないし、熱いスピー

チで鼓舞したりもしない。4カ月にわたって練習

をしてきて、やるべきことはわかっている。とに

かくそれをやりきろう』。そして、チームはその

通りやり遂げたのです」。ヴェスコヴォから、つ

いに最初の海底にたどり着いたと無線連絡があ

ると、拍手喝采で涙する者もいた。「彼は夕暮

れに出てきました。大きなオレンジ色の空の下、

ちょうど日が落ちて、水中が照らされているとき

に」とマッカラムは言う。「奇跡の1日でしたね」

　北極海では、ヴェスコヴォが下降を始めた3

時間後に知らせが届いた。無事にモロイディー

プの海底に到達したとのことだ。コントロール

ルームに拍手が鳴り響いた。ヴェスコヴォと彼

のチームは歴史をつくったのである。

　コックピットが開き、ヴェスコヴォの手が見え

た。5本の指を拡げている。5大洋すべての潜

水が完了したということだ。彼は7大陸最高峰

を制覇した416人のうちのひとり、最高峰と北

極点・南極点に到達した12人の米国人のうちの

ひとりかもしれない。しかしいまや、5大洋の最

深部に潜水した唯一の人物になったのだ。

　祝福のあと、ヴェスコヴォは、スパゲッティと

ダイエットコーラが置かれた調理室にひとり腰を

かけた。壁には映画『ミステリー・サブマリン』と

『海底二万マイル』のヴィンテージポスターが

貼ってある。それらに囲まれ、自分がたったいま

成し遂げたことについて考え始めた。

 「どうして挑戦したかったのか、その理由はわか

らない。極地探検家のシャクルトンは、なぜ南

極に行きたいという衝動に駆られたんだろう

ね。でも、地図の空白部分に行きたがる人間は

いるもので、その感情は心の奥底に潜んでいる

んだ」と彼は言う。「小さいころにジュール・ヴェ

ルヌの『神秘の島』を読んだことを思い出すよ。

何度も読み返して、地図を見つめていたんだ。

冒険の場面に心を躍らされて、いまだにそう

さ。大人になってもその感情を決して忘れな

かった。地図を見てその地を目指すことが大好

きな、あの子どものままなんだ」 

潜水艇「リミティングファクター」がゆっくり海面へと
上昇すると、海上作業をサポートするスイマーが潜水
艇に登り、安全ロープを取り付ける。ヴェスコヴォは5
本の指を拡げ、ファイブディープスの最終ミッション
の成功を喜んでいる。
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